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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 5,975 17.0 1,255 20.7 1,265 53.9 793 48.1

29年3月期第2四半期 5,106 25.4 1,040 40.9 822 17.5 535 21.1

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　808百万円 （72.1％） 29年3月期第2四半期　　469百万円 （10.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 41.80 41.74

29年3月期第2四半期 28.20 28.15

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し
て、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算出しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 11,556 10,123 87.0 530.06

29年3月期 11,723 9,633 81.7 504.88

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 10,064百万円 29年3月期 9,585百万円

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し
て、「１株当たり純資産」を算出しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 65.00 ― 70.00 135.00

30年3月期 ― 75.00

30年3月期（予想） ― 18.75 ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

当社は、平成29年10月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。平成30年3月期（予想）の１株当たり期末配当金については、当該
株式分割の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。当該株式分割を考慮しない場合の平成30年3月期（予想）の１株当
たり期末配当金は75円となり、１株当たり年間配当金は150円となります。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,000 11.1 2,900 28.5 2,910 26.2 1,850 22.1 97.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

当社は、平成29年10月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。平成30年3月期の連結業績予想における１株当たり当期純利益
については、当該株式分割を考慮し算出しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 19,896,000 株 29年3月期 19,896,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 908,464 株 29年3月期 910,464 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 18,986,934 株 29年3月期2Q 18,990,982 株

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと
仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株数」及び「期中平均株式数」を算出しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績等の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因によって大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定その他関連事項については、添付資料P.5「１．当四半期決算に
関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予想情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法について）

当社は、平成29年11月9日（木）に機関投資家・アナリスト向けの説明会を開催する予定です。

この説明会で配布する四半期決算説明資料については、TDnetで同日開示するとともに当社ウェブサイトに同日掲載する予定です。

また、この説明会の動画については、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当社グループの当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日）の業績は、売上高

5,975,571千円（前年同期比17.0％増）、営業利益1,255,703千円（同20.7％増）となりました。

 経常利益は1,265,575千円（同53.9％増）となりました。これは、前年同期は米国財務省証券に係る為替差損の

計上等により営業外損益がマイナス217,940千円だったのに対して、当第２四半期連結累計期間では有価証券利息

の計上等により営業外損益がプラス9,871千円となったことによるものであります。

 税金等調整前四半期純利益は1,265,575千円（同55.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は793,715千円

（同48.1％増）となりました。

 

 なお、当第２四半期連結累計期間の実績、前年同期比及び通期業績予想に対する進捗率は以下の表のとおりであ

ります。
 
※当第２四半期連結累計期間の実績及び通期業績予想に対する進捗率             （単位：千円） 

 
当第２四半期 

累計期間の実績 
前第２四半期 

累計期間の実績 

前年同期比  
通期業績予想 通期業績予想に

対する進捗率 
前期の通期実績 

増減額 増減率  

売上高 5,975,571 5,106,502 +869,069 +17.0％  12,000,000 49.7％ 10,794,849

営業利益 1,255,703 1,040,096 +215,606 +20.7％   2,900,000 43.3％ 2,255,211

経常利益 1,265,575 822,156 +443,419 +53.9％   2,910,000 43.4％ 2,304,781

親会社株主に帰属する

四半期(当期)純利益 793,715 535,714 +258,000 +48.1％   1,850,000 42.9％ 1,514,469

 

各セグメント別の業績概況は次のとおりであります。 
 

（経営コンサルティング事業）

 経営コンサルティング事業の当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高5,189,656千円（前年同期比20.2％

増）、営業利益1,082,507千円（同30.6％増）となりました。 

 第１四半期にＭ＆Ａコンサルティングにおいて大型案件を売上実現できたこと、及び各コンサルティング案件

の受注も順調だったことから、業績は前年同期比増収増益となりました。
 

※経営コンサルティング事業の当第２四半期連結累計期間の実績及び通期業績予想に対する進捗率(単位:千円) 

 
当第２四半期 

累計期間の実績 
前第２四半期 

累計期間の実績 

前年同期比  
通期業績予想 通期業績予想に

対する進捗率 
前期の通期実績 

増減額 増減率  

売上高 5,189,656 4,314,178 +875,477 +20.2％   10,300,000 50.3％ 9,195,447

営業利益 1,082,507 828,503 +254,003 +30.6％   2,540,000 42.6％ 1,868,937

 

（不動産コンサルティング事業） 

 不動産コンサルティング事業の当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高325,425千円（前年同期比11.3％

減）、営業利益44,092千円（同64.6％減）となりました。

 提携会計事務所からの相談件数・受注件数が前年同期比で減少したこと、及び当第２四半期連結累計期間は小

型案件の売上計上が多かったこと、加えて人員増加等によるコスト増があったことから、業績は前年同期比減収

減益となりました。 

 また、上記要因により売上高が伸び悩んだことから、通期業績予想に対する業績進捗率は低いものにとどまり

ました。 

 

※不動産コンサルティング事業の当第２四半期連結累計期間の実績及び通期業績予想に対する進捗率(単位:千円) 

 
当第２四半期 

累計期間の実績 
前第２四半期 

累計期間の実績 

前年同期比  
通期業績予想 通期業績予想に

対する進捗率 
前期の通期実績 

増減額 増減率  

売上高 325,425 367,038 △41,613 △11.3％  1,000,000 32.5％ 806,504

営業利益 44,092 124,856 △80,763 △64.6％   305,000 14.4％ 272,239
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（ＦＰ関連事業） 

 ＦＰ関連事業の当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高469,789千円（前年同期比46.8％増）、営業利益

122,081千円（前年同期は8,080千円の営業利益）となりました。

 主要顧客である銀行・証券会社等の金融機関の社員教育ニーズの高まりから、第１四半期に引き続き第２四半

期もＦＰ資格取得講座・実務研修の受注が順調だったこと、及び確定拠出年金導入企業に対する研修の実施回数

が増加したこと等から、業績は前年同期比増収増益となりました。
 

※ＦＰ関連事業の当第２四半期連結累計期間の実績及び通期業績予想に対する進捗率       (単位:千円) 

 
当第２四半期 

累計期間の実績 
前第２四半期 

累計期間の実績 

前年同期比  
通期業績予想 通期業績予想に

対する進捗率 
前期の通期実績 

増減額 増減率  

売上高 469,789 319,818 +149,971 +46.8％   730,000 64.3％ 667,344

営業利益 122,081 8,080 +114,000 +1,410.7％   55,000 221.9％ 37,611

 

（投資・ファンド事業） 

 投資・ファンド事業の当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高7,569千円（前年同期は123,277千円の売上

高）、営業利益6,187千円（前年同期は77,821千円の営業利益)となりました。

 前年同期は第１四半期に投資株式の償還益を計上したのに対して、当第２四半期連結累計期間はそのような投

資回収案件がなかったことから、前年同期比減収減益となりました。

 また、キャピタルソリューション弐号ファンドにおいては第１四半期で新規投資を１件、193,065千円実行

し、第２四半期で既投資先に対する追加投資を２件、合計36,050千円実行いたしました（平成29年９月末投資残

高483,810千円）。

※投資・ファンド事業の当第２四半期連結累計期間の実績及び通期業績予想に対する進捗率    (単位:千円) 

 
当第２四半期 

累計期間の実績 
前第２四半期 

累計期間の実績 

前年同期比  
通期業績予想 通期業績予想に

対する進捗率 
前期の通期実績 

増減額 増減率  

売上高 7,569 123,277 △115,708 △93.8％   － － 181,113

営業利益 6,187 77,821 △71,634 △92.0％   － － 74,753

 

 

（注）上記の各セグメントの売上高には、セグメント間の内部売上高16,868千円（経営コンサルティング事業

9,827千円、不動産コンサルティング事業2,100千円、ＦＰ関連事業4,941千円）が含まれております。 
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（２）財政状態に関する説明

＜キャッシュ・フローの状況＞

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシ

ュ・フローが77,590千円の資金増、投資活動によるキャッシュ・フローが157,482千円の資金減、財務活動による

キャッシュ・フローが325,107千円の資金減となったことから、全体では406,756千円の資金減（前年同期は

154,910千円の資金増）となりました。その結果、当第２四半期連結会計期間末の資金残高は6,741,518千円になり

ました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、77,590千円（前年同期は1,130,801千円の

資金増）となりました。

 法人税等の支払額688,488千円、営業投資有価証券の増加額229,115千円、その他の負債の減少額434,475千円

等の資金減少要因があった一方で、税金等調整前四半期純利益が1,265,575千円あったこと、賞与引当金の増加

額90,238千円、仕入債務の増加額43,310千円等の資金増加要因があったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、157,482千円（前年同期は523,862千円の資

金減）となりました。 

 これは、投資有価証券の取得による支出57,776千円（当社子会社の業務提携先の株式取得）、無形固定資産の

取得による支出34,457千円、有形固定資産の取得による支出22,383千円等の資金減少要因があったことによるも

のであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、325,107千円（前年同期は377,057千円の資

金減）となりました。

 これは、配当金の支払額331,985千円等の資金減少要因があったことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

① セグメント別の状況

（経営コンサルティング事業）

 Ｍ＆Ａコンサルティング・事業承継コンサルティング・事業成長コンサルティング・海外コンサルティング

の引き合いが引き続き順調でありますので、通期は業績予想通りの業績を確保できると見込んでおります。

 特にＭ＆Ａコンサルティング・事業承継コンサルティングにつきましては、親族内承継、役員・従業員への

承継（ＭＢＯ）、第三者承継（Ｍ＆Ａ）のいずれも対応できる点に特徴があり、その案件対応能力を強化する

とともに、メガバンク・地域金融機関と人材交流を深める等、金融機関との連携を更に強化して案件発掘基盤

を拡大してまいります。

 また、昨今「働き方改革」に関する取り組み推進が叫ばれており、生産性向上・業務効率化・人事制度構築

等に関するコンサルティングの引き合いが増加しておりますので、積極的にそのニーズに対応してまいりま

す。

 

（不動産コンサルティング事業） 

 下半期は、親密な提携会計事務所にターゲットを絞って営業活動を行い、案件受注に注力するとともに、既

相談案件について着実に受注すべく案件対応してまいります。

 加えて、当社グループの経営コンサルティング事業と連携して、事業承継・Ｍ＆Ａコンサルティングのお客

様に対し総合的な不動産コンサルティングの提案を積極的に行うことにより大型案件の受注に注力し、通期業

績予想数値の達成を目指してまいります。

 

（ＦＰ関連事業） 

 下半期も主要顧客である銀行・証券会社等の金融機関において、社員のコンサルティング力の強化に向けた

教育ニーズが高まっておりますので、引き続き従来のＦＰ資格取得講座・ＦＰ関連の実践実務研修に加えて、

ヒューマンスキル研修・営業スキル研修等を総合的に組み合わせた人材育成に関する教育プログラムを積極的

に提案してまいります。また、企業の「働き方改革」への取り組みによりＷＥＢ研修のニーズが高まっており

ますので、効率的・効果的なＷＥＢ研修プログラムの開発・提案を積極的に行うことにより、通期は更なる業

績向上を目指してまいります。

 

（投資・ファンド事業） 

 キャピタルソリューション弐号ファンド（ファンド総額10億円）は、引き続き慎重に投資検討してまいりま

す。なお、現時点においては下半期での投資株式の売却予定はありません。 

 

② 平成30年３月期の通期連結業績予想

 現時点において、当社グループの事業状況・見込に大きな変動はありませんので、通期連結業績予想数値に

変更はありません。
 

平成30年３月期の通期連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（単位：百万円）

  売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

通 期 12,000 2,900 2,910 1,850
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,390,107 6,984,028 

受取手形及び売掛金 864,276 870,434 

有価証券 494 498 

営業投資有価証券 254,833 483,948 

商品及び製品 21,994 26,181 

原材料及び貯蔵品 204 204 

繰延税金資産 256,743 105,743 

その他 535,964 576,704 

貸倒引当金 △740 － 

流動資産合計 9,323,878 9,047,743 

固定資産    

有形固定資産 474,791 477,704 

無形固定資産    

のれん 424,357 402,440 

その他 44,013 72,190 

無形固定資産合計 468,371 474,631 

投資その他の資産    

投資有価証券 606,262 672,196 

敷金及び保証金 534,681 528,617 

繰延税金資産 20,349 19,979 

その他 294,963 335,200 

投資その他の資産合計 1,456,256 1,555,994 

固定資産合計 2,399,419 2,508,329 

資産合計 11,723,298 11,556,073 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 310,046 353,356 

未払法人税等 508,564 138,445 

賞与引当金 102,703 192,941 

その他 1,115,157 683,324 

流動負債合計 2,036,471 1,368,067 

固定負債    

繰延税金負債 16,374 16,347 

その他 37,078 48,184 

固定負債合計 53,453 64,532 

負債合計 2,089,924 1,432,599 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,599,538 1,599,538 

資本剰余金 1,523,982 1,523,982 

利益剰余金 7,020,997 7,481,797 

自己株式 △532,457 △531,288 

株主資本合計 9,612,059 10,074,029 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △5,408 △1,251 

為替換算調整勘定 △21,197 △8,123 

その他の包括利益累計額合計 △26,606 △9,374 

新株予約権 1,870 4,440 

非支配株主持分 46,049 54,377 

純資産合計 9,633,373 10,123,473 

負債純資産合計 11,723,298 11,556,073 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 5,106,502 5,975,571 

売上原価 617,402 891,001 

売上総利益 4,489,099 5,084,570 

販売費及び一般管理費 3,449,002 3,828,866 

営業利益 1,040,096 1,255,703 

営業外収益    

受取利息 12,688 6,858 

受取配当金 479 26 

為替差益 － 2,457 

その他 3,674 2,343 

営業外収益合計 16,841 11,685 

営業外費用    

為替差損 207,800 － 

有価証券償還損 14,707 － 

投資事業組合運用損 － 198 

その他 12,274 1,615 

営業外費用合計 234,782 1,813 

経常利益 822,156 1,265,575 

特別損失    

固定資産売却損 7,106 － 

事務所移転費用 1,174 － 

特別損失合計 8,280 － 

税金等調整前四半期純利益 813,875 1,265,575 

法人税、住民税及び事業税 232,672 325,946 

法人税等調整額 45,312 149,262 

法人税等合計 277,984 475,208 

四半期純利益 535,890 790,366 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
175 △3,348 

親会社株主に帰属する四半期純利益 535,714 793,715 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 535,890 790,366 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △160 4,156 

為替換算調整勘定 △66,461 13,490 

その他の包括利益合計 △66,622 17,646 

四半期包括利益 469,268 808,013 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 471,181 810,946 

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,913 △2,933 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 813,875 1,265,575 

減価償却費 41,531 44,217 

のれん償却額 32,846 35,535 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,254 △740 

賞与引当金の増減額（△は減少） 98,651 90,238 

受取利息及び受取配当金 △13,167 △6,884 

為替差損益（△は益） 207,800 △2,457 

有価証券償還損益（△は益） 14,707 － 

投資事業組合運用損益（△は益） △1,533 198 

有形固定資産売却損益（△は益） 7,106 － 

事務所移転費用 1,174 － 

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 635,653 △229,115 

売上債権の増減額（△は増加） 375,213 △6,157 

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,058 △4,186 

仕入債務の増減額（△は減少） △106,302 43,310 

その他の資産の増減額（△は増加） 51,174 △34,163 

その他の負債の増減額（△は減少） △357,322 △434,475 

小計 1,792,095 760,893 

利息及び配当金の受取額 14,075 5,186 

事務所移転費用の支払額 △1,174 － 

法人税等の支払額 △674,195 △688,488 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,130,801 77,590 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △46,144 △22,383 

無形固定資産の取得による支出 △6,833 △34,457 

有価証券の償還による収入 210,690 － 

投資有価証券の取得による支出 △229,304 △57,776 

投資有価証券からの分配による収入 27,264 109 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△474,874 － 

敷金及び保証金の差入による支出 △9,816 △3,577 

敷金及び保証金の回収による収入 6,415 1,323 

その他の支出 △2,056 △40,719 

その他の収入 796 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △523,862 △157,482 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

非支配株主からの出資受入による収入 12,169 11,465 

自己株式の取得による支出 △91,944 － 

自己株式の処分による収入 3,688 402 

配当金の支払額 △285,852 △331,985 

非支配株主への分配金の支払額 △6,614 △174 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
△3,700 － 

その他 △4,803 △4,815 

財務活動によるキャッシュ・フロー △377,057 △325,107 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △74,970 △1,758 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 154,910 △406,756 

現金及び現金同等物の期首残高 4,663,011 7,148,275 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,817,921 6,741,518 

 

- 9 -

山田コンサルティンググループ㈱（4792）  平成30年３月期　第２四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

 該当事項はありません。 

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第２四半期連結会計期間において、山田ＦＡＳ株式会社

は、山田ビジネスコンサルティング株式会社と合併し、消滅いたしました。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
  経営コンサル

ティング事業 
不動産コンサル
ティング事業 ＦＰ関連事業 投資・ファン 

ド事業 

売上高          

外部顧客への売上高 4,302,261 366,811 314,151 123,277 5,106,502 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
11,917 227 5,666 － 17,811 

計 4,314,178 367,038 319,818 123,277 5,124,313 

セグメント利益 828,503 124,856 8,080 77,821 1,039,261 

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,039,261

セグメント間取引消去 834

四半期連結損益計算書の営業利益 1,040,096

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
  経営コンサル

ティング事業 
不動産コンサル
ティング事業 ＦＰ関連事業 投資・ファン 

ド事業 

売上高          

外部顧客への売上高 5,179,828 323,325 464,848 7,569 5,975,571 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
9,827 2,100 4,941 － 16,868 

計 5,189,656 325,425 469,789 7,569 5,992,440 

セグメント利益 1,082,507 44,092 122,081 6,187 1,254,868 

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,254,868

セグメント間取引消去 834

四半期連結損益計算書の営業利益 1,255,703

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 第１四半期連結会計期間より、事業セグメント区分を見直し、「経営コンサルティング事業」と「資
本・株式・株主に関するコンサルティング事業」を統合し「経営コンサルティング事業」といたしまし
た。 

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したもの

を記載しております。
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